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雑
司
が
谷
未
来
遺
産

雑司が谷未来遺産推進協議会とは・・・

雑司が谷未来遺産推進協議会の活動内容

雑司ヶ谷霊園周辺 道案内の社会実験
日本ユネスコ協会連盟のプロジェクト未来遺産に2014年に選ばれたこと
がきっかけで2015年に設立されました。千年以上の歴史と文化をもつ雑
司ヶ谷の魅力を後世に受け継いでいくために、雑司ヶ谷と関係の深い団
体等が将来像を共有し、相互に連携をしながら活動をしていくことを目
的としています。

1.フォトコンテストの開催

2.おすすめスポットの紹介

3.雑司ヶ谷の建築遺産を活かした道案内の検討

雑司ヶ谷の魅力を後世に伝えていくた
めに、雑司が谷フォトコンテストを開催
しており、今回で6回目の実施となりま
した。毎年数々の力作が揃い、盛り上が
りをみせています。ホームページでは過
去の受賞作品をみることもできるので、
ぜひチェックしてみてください。

ホームページでは、雑司ヶ谷の建築遺
産はもちろん、学生目線でのおすすめス
ポットもご紹介しています。知る人ぞ知
る雑司ヶ谷の魅力をたっぷり発信してい
るので、必見です！お散歩マップのダウ
ンロードもできるので、これを手に、雑
司ヶ谷の新しいスポット探しに出かけて
みませんか？

雑司ヶ谷は魅力的な建築遺産が多く、それ
らを訪れる来街者も増えてきています。一方
で閑静な住環境を守りたいという声も多数あ
ります。建築遺産の活用と豊かな住環境の保
持の共存を目指し、活動をしています。
皆さんもぜひご意見お寄せください。

2016年は建築遺産を生かしたまちづくりについて検討し、2017年
から建築遺産をつなぐ道案内の在り方について取り組んできました。

建築遺産をつなぐ「雑司ヶ谷の歴史をたどる道」とは？
雑司ヶ谷には、数々の建築遺産や文化的スポットがあり、多くの方が訪れます。しか

し、雑司ヶ谷は閑静で穏やかな住環境も魅力の一つとなっています。雑司が谷未来遺産
推進協議会は、雑司ヶ谷で暮らす人々の生活を守りながら建築遺産等を楽しめるように
するために、建築遺産をつなぐ道の在り方について取り組んでいます。

2017年よりシンポジウムやワークショップを通して道案内の在り方の検討を続けてい
ます。2022年度からはついに、案内サイン設置に向けた取り組みを進めていく予定と
なっています。

社会実験・アンケートの実施
事前準備として、2021年度は雑司ヶ谷らしい道案内の在り方を検討するための社

会実験が行われました。地元住民の方、協議会委員、日本女子大学の学生が協力し
て設置・アンケート配布をしました。アンケート用紙及びQRコードを通して、計
134件の回答がありました。

実施期間：2021年11月22日(月)～12月5日(月)
設置箇所：雑司ヶ谷霊園内及び周辺

都電荒川線鬼子母神前停留場・雑司ヶ谷停留場・東池袋四丁目停留場
環状5号線・目白通りなど

【雑司ヶ谷霊園内の案内サインの必要度 アンケート結果】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ア⃞
イ⃞
ウ⃞
エ⃞
オ⃞
カ⃞
キ⃞

是非必要 あると良い どちらでもない 不要 その他

路面サイン 都電荒川線停留場に設置した誘導サイン公園フェンスを利用した地図と誘導サイン

雑司が谷未来遺産推進協議会は、さまざまな活動をしています。
今回は3つの取り組みをご紹介します。

（文責 中川晴賀）



緑のこみちの会
あなたは知ってる…?

南池袋の住宅地の中に位置する雑司ヶ谷霊園。園路の随所に植え

られた草花が癒しを添え、周辺の生け垣は住宅地と霊園の境目をぼか
し、開けた印象を与えています。この豊かな自然は「緑のこみちの
会」の人々により守り、育てられています。
緑のこみちの会は、霊園の生け垣の管理保護や周辺の清掃、花の植

え付けを中心に、毎月第4土曜日9時30分から活動されています。近頃
は活動の幅が広がり、霊園内のお休み処の管理や小学校との共同プロ
ジェクトなども行われています。

以前、雑司ヶ谷霊園の避難上の問題として、万年塀による仕切りが挙

げられていました。東京都と豊島区、地域の方達で話し合いを重ねた結果、
墓地内の歩道を整備し生け垣を作ることが決定。そして、豊島区公認で歩
道の設置や生け垣を管理する団体として、1999年に豊島区内で緑のこみち
の会が発足しました。
避難路の確保を目的として始まった活動が、今では雑司ヶ谷の歴史と文

化を守り、街並みを形作ることに繋がっています。2014年、雑司ヶ谷地区
が「プロジェクト未来遺産」に登録された際にも、選出理由の一つに緑の
こみちの会の活動が挙げられました。

お花に詳しいMさんが種類を決めてくださいます。時々、お花を育てている方からお裾分けしていただ
くこともあります。
植え替えは半年に1回。夏用花壇はゴールデンウィークに、冬用花壇は11月末～12月上旬に作ります。

最近ハマっていたラジオ体操で知り合った方に、声をかけていただきました。
純粋に花が好きで、霊園の水やりを勝手にやっていたことをきっかけに、こみちの会に誘われました。

学校の先生に依頼された事がきっかけで、小学３年生の子どもたちと活動しました。総合的学習という
授業の時間に、水仙の球根を植えたり、彼岸花を植えたり、落ち葉の掃除をしました。

Q.緑のこみちの会の活動を知ったきっかけや、参加の動機は？

Q.小学校との共同プロジェクトについて詳しく知りたいです！

Q.植える花の種類はどのように決めているの？

やはり、小学生との活動が印象的でした。水仙の球根を植えることをメインとしていたのに、子供たち
が意外にも落ち葉掃除を楽しんでいました。大きな竹ぼうきを使うことが面白かったように見えました。
指定した範囲を超えて積極的に掃除しようとして、驚きました。

Q.印象に残っている活動はありますか？

万年塀

生け垣

写真： 雑司が谷未来遺産推進協議会｜IKE-CIRCLE (https://www.city.toshima.lg.jp/ike-circle/culture/event/zoushigaya-mirai.html)
雑司が谷のまちづくりの成果 (http://zoshigaya.org/seika01.html)       
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す
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落
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生
活
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は
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の
修
学
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の
よ
う
な
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、
日
本
ア
ル
プ
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、
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加
壽
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土
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出
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で
、

父
は
藩
の
儒
者
で
あ
っ
た
。

土
佐
の
尋
常
師
範
学
校
を
卒

業
し
た
後
は
小
学
教
育
に
従

事
し
て
い
た
が
、
二
八
歳
の

時
に
第
一
回
生
と
し
て
日
本
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子
大
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に
入
学
し
た
。

日
本
少
年
寮
記
念
の
家

日
本
少
年
寮
記
念
の
家
と
は

明
治
四
〇
年
に
で
き
た
、
親
元
を
離
れ
て

東
京
で
勉
学
に
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む
少
年
た
ち
の
施
設
で
あ

る
日
本
少
年
寮
の
卒
寮
生
が
中
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な
っ
て
、

建
て
ら
れ
た
家
。
卒
寮
生
が
集
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
サ
ロ
ン
的
空
間
や
、
宿
泊
で
き

る
場
所
が
設
け
ら
れ
た
。

寮
の
創
始
者
は
日
本
女
子
大
学
第
一
回
卒

業
生
の
奥
宮
加
壽
子(

お
く
の
み
や
か
ず
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で
、
創
立
十
周
年
に
あ
た
る
一
九
一
七
年
に

は
三
○
名
の
少
年
中
学
生
と
、
二
〇
名
の
青

年
専
門
校
生
が
入
寮
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

奥
宮
加
壽
子
と
は

寮
の
機
能

図
書
室
、
音
楽
室
だ
け
で
な
く
化
学
実
験

室
、
印
刷
室
、
写
真
室
な
ど
も
あ
り
、
英
語

の
会
、
音
楽
界
な
ど
多
く
の
催
し
も
あ
っ
た
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寮
は
寝
食
を
共
に
し
、
文
化
的
な
集
団
生
活

の
場
を
目
指
し
て
い
た
。
ま
た
、
瞑
想
の
時

間
を
大
事
に
す
る
等
、
日
本
女
子
大
学
の
寮

生
活
の
良
さ
を
取
り
入
れ
て
い
た
そ
う
だ
。

売
却
さ
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た
記
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の
家

日
本
少
年
寮
記
念
の
家
が
売
却
さ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
歴
史
あ
る
建
物
の
間
取

り
や
家
具
の
図
面
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

日
本
女
子
大
学
か
ら
徒
歩
５
分
程
。
細
い

路
地
の
住
宅
街
に
佇
む
日
本
少
年
寮
記
念
の

家
で
、
私
た
ち
は
当
時
の
生
活
に
想
い
を
巡

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
の
記
録

玄関のタイルや
曲線のデザインが素敵…！

実際にあった家具。
寮生の方が手作りした
家具だそうです。

長押や玄関扉には
特徴的な仕上げを発見！

旧
雑
司
ヶ
谷
町
を
訪
ね
て

（文責 岩上綾夏）
（文責 中野結香）

https://www.city.toshima.lg.jp/ike-circle/culture/event/zoushigaya-mirai.html
http://zoshigaya.org/seika01.html


雑司ヶ谷には、周辺駅とは少し変わった昔な
がらの風景が広がっています。寮から池袋へ
繋がる弦巻通りには、街の人々が通う個性豊
かな商店や、酉の市が行われる大鳥神社があ
ります。路面電車が通る鬼子母神前駅周辺の
懐かしい雰囲気も魅力的です。人々が古くか
ら暮らしを営んできた歴史を感じられる雑
司ヶ谷のあたたかな街並みには、誰もが愛着
を持つのではないかと思います。都会近くに
ありながらも落ち着いていて居心地のよい、
大好きな街です.
（N・M）

11月の寮地区の紅葉です。雑司ヶ谷
は季節の移ろいを感じられる町です。
（I・T）

雑司ヶ谷は新しい建物とレトロ感の
ある建物が調和している点が魅力だ
と思います。歩いていてとても楽し
いです。（N・A）

大鳥神社の写真です。鬼子母神や大
鳥神社周辺の落ち着いた雰囲気が気
に入っています。（Y）

ケヤキの並木道です。緑に包まれ
た空間は、周囲にはない独特の空
気感が漂います。（T・Y）

寮
生
の
目

で
見
た
雑
司
ヶ
谷

雑司ヶ谷は池袋などにとても近いの
に、自然が多く、穏やかな雰囲気が
魅力だと思います。
私は弦巻通りから池袋の方に歩くこ
とが多いのですが、可愛い猫に遭遇
することがとても多く、とても癒さ
れます。K・K

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ロ
ナ
禍
の
二
年
間
の
休
寮
期
間
を
経
て

二
〇
二
一
年
度
に
開
寮
し
、
寮
生
が
新
た
に
生
活
を
始
め
ま
し

た
。
寮
生
に
と
っ
て
、
猫
や
趣
あ
る
寺
社
は
心
を
癒
す
存
在
で

す
。

日本女子大学 寮地区提案
日本女子大学のキャンパスの寮地区は、現在、寮生以外の学生や地域
の人に開かれた場所ではなく、学生の中にも寮地区に入ったことのな
い人は多いです。そこで、住居学科薬袋研究室３年生は寮地区の再生
に向けての提案を課題として取り組みました。

＜１班の提案＞がやがやキャンパス
現在使用していない寮地区のスペースで学

生・地域・寮生に必要な機能を補いながら、地
域の交流を創出し、雑司ヶ谷の賑わいの拠点と
なる（＝がやがや）。
また、大学の要の機能である「学び」を地域

の人にも開くことで、学生・地域の人の学びの
場としての機能を果たす（＝キャンパス）
がやがやキャンパスができることで、現在大
学・地域にとって不足している機能を補い、地
域との関わり・学生の居場所を創出できる。
がやがやキャンパスの整備にあたり、三段階に
分け、30年をかけて、順に整備する。がやがや
キャンパスは住民や学生の健康、学びの活動に
合わせて居場所を提供する。そして、活動に専
念しながら、互いの存在を認識し、交流を創出
する。そうすることで、地域に開き、それぞれ
の人の活動を補い、育てるような豊かな生活の
場になる。
＜２班の提案＞プロムナード2.5
大学の現状の課題として、既存の建物に

は交流スペースが既に多くあるが、建物の
空いたスペースにとってつけたように設け
られていることが多く、暗かったり、寒
かったりと居心地が悪いことが挙げられる。
また、学生の交流するためのスペースが新
校舎によって増えたがまだまだ足りないこ
とも課題の一つである。
そこで、学生同士が交流できるくつろぎ

空間、学びの空間、地域の人と大学が交流
できる居場所を設けて、多様な交流が行え
る居場所を寮地区に設けることを提案した。
その提案を軸に、雑司ヶ谷の課題を考慮し
て、避難場所となったり、弦巻通りの活性
化へも貢献することを考えている。

空間

・3.4年の研究を

深める

・学科を超えた

交流

まちの活性化

・商店街から一時的な店を

出す

機能

・防災・災害時の

システムを備える

・雑司ヶ谷への

近道を作る

（文責 高村結加）（文責 中村真沙美）



雑
司
が
谷
に
お
け
る

滞
留
行
動
の
現
状
と
滞
留
場
所

沖
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裕
子

対
象
地(
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目
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目
内)

を
選
定
し
、
１
４
日

間
に
わ
た
っ
て
観
察
調
査
を
実
施
し
た
。

●
立
ち
話
の
観
察
結
果

年
代
ご
と
に
み
る
と
、
６
０
代
以
上

の
方
に
よ
る
立
ち
話
が
最
も
多
く
見

ら
れ
た
。
性
別
で
比
較
す
る
と
男
性

２
７
名
に
対
し
、
女
性
が
約
４
倍
の

１
０
１
名
で
あ
っ
た
。

●
立
ち
話
が
見
ら

れ
た
場
所

立
地
と
空
間
に

関
す
る
分
類
の
結

果
、
商
店
街
や
公

園
な
ど
の
不
特
定

多
数
の
人
が
集
ま

り
や
す
い
場
所
で

立
ち
話
が
多
く
見

ら
れ
た
。
ま
た
、

大
学
敷
地
内
の
歩

道
状
空
地
・
寺
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の
境
内
等
の
よ
う

な
、
車
通
り
が
比

較
的
少
な
い
場
所

で
も
立
ち
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が
多
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わ
れ
て
い
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が
分
か
っ
た
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立ち話が見られた場所(年代別分布)

近
年
増
え
て
い
る
高

齢
者
の
孤
立
化
等
の

社
会
問
題
解
決
の
た

め
に
も
、
緊
急
時
に

迅
速
に
共
助
の
体
制

が
と
ら
れ
る
た
め
に

も
、
日
常
か
ら
の
近

隣
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
で
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の
必
要
性
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
促
進
す
る
設
え

ー
雑
司
が
谷
公
園
丘
の
上
テ
ラ
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を
対
象
と
し

高
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佳

90cm

雑
司
が
谷
公
園
丘
の
上
テ
ラ
ス
は
地
域
の
人
に
繰
り
返
し
使
わ
れ
、
気
軽
に
集
ま
れ
る

場
所
で
す
。
高
齢
者
を
中
心
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
そ
の

親
の
世
代
も
知
り
合
い
に
会
う
ケ
ー
ス
が
多
い
ほ
か
待
ち
合
わ
せ
を
し
て
利
用
し
て
い
る

ケ
ー
ス
も
多
い
で
す
。
こ
ど
も
や
高
齢
者
に
関
し
て
は
そ
の
日
来
る
こ
と
が
で
き
る
ひ
と

が
来
て
、
遊
ん
だ
り
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
り
す
る
と
て
も
自
由
な
関
係
性
で
す
。
つ
ま

り
丘
の
上
テ
ラ
ス
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て
定
着
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
促
進
す
る
設
え
を
考
え
る
た
め
、
４
つ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
変
更
し
観
察

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
促
進
さ
え
る
に
は
人
と
人
と
の
距
離
を
座
席
占
有
時
間
が

長
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
90
㎝
以
上
に
す
る
、
テ
ー
ブ
ル
を
繋
げ
相
席
状
態
を
作
る
、
通

路
向
き
の
席
を
増
や
す
と
い
っ
た
特
徴
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
利

用
者
に
長
時
間
滞
在
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
知
り
合
い

を
見
つ
け
や
す
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
交
流
で
き
る
場
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

近
接
す
る
公
園
の
連
携
整
備
計
画
に
つ
い
て
の
研
究

—
—

雑
司
が
谷
の
7
つ
の
公
園
を
対
象
と
し
て—

—

安
本

萌
恵

住
宅
地
の
構
成
要
素
と
し
て
都
市
公
園
は
計
画
的
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

児
童
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
き
た
歴
史
か
ら
同
じ
遊
具
が
置
い
て
あ
る
似

た
よ
う
な
公
園
が
近
接
し
て
お
り
、
活
用
さ
れ
て
い
な
い
公
園
が
あ
る
と
い

う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
高
齢
化
社
会
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
て
い
る
今
、
様
々
な
年
齢
層
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
使
い
方
の

で
き
る
多
様
な
公
園
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
研
究
対
象
の
雑

司
ヶ
谷
は
木
造
密
集
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
公
園
は
防
災
だ
け
で
な
く

減
少
し
て
い
る
庭
の
役
割
や
緑
の
ス
ポ
ッ
ト
な
ど
貴
重
な
資
源
で
す
。
よ
っ

て
本
研
究
で
は
、
公
園
を
十
分
に
活
用
す
る
た
め
に
、
近
接
す
る
公
園
の
住

民
の
使
い
分
け
方
の
実
態
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
明
ら
か
に
し
、
よ
り
地
域
に

あ
っ
た
公
園
に
整
備
す
る
た
め
の
方
法
を
検
討
し
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

も
と
に
公
園
を
二
つ
の

指
標
で
分
類
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
誘
致
す
る
人

の
対
象
範
囲
、
二
つ
目

は
目
的
別
に
よ
る
分
類

で
す(

図
1)

。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
各
公
園
の

整
備
方
針
を
提
案
し
ま

し
た
（
図
2)

。
地
域

に
あ
る
複
数
の
公
園
で
、

公
園
に
求
め
ら
れ
る
機

能
を
す
べ
て
網
羅
す
る

よ
う
な
提
案
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

公
園
を
連
携
整
備
す
る

重
要
性
を
提
示
す
る
研

究
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

図1

図2

子
ど
も
の
遊
び
と
遊
び
場
選
択
に
関
す
る
研
究

鈴
木

舞
衣

空
き
地
の
減
少
や
ボ
ー
ル
遊
び
禁
止
の
公
園
の
増
加
な
ど
を
原
因
に
、

自
由
に
遊
べ
る
場
所
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
子
ど
も
の
道
遊
び

を
騒
音
や
安
全
性
を
問
題
に
迷
惑
と
感
じ
る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。
子
ど

も
の
遊
び
が
騒
音
問
題
や
安
全
面
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状
を

踏
ま
え
、
「
道
路
族
マ
ッ
プ
」
か
ら
子
ど
も
の
遊
び
が
迷
惑
と
さ
れ
る
環

境
を
あ
ぶ
り
出
す
と
と
も
に
、
子
ど
も
が
必
要
と
す
る
空
間
に
つ
い
て
小

学
生
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

遊
ん
で
い
る
の
か
を
調
査
し
ま
し
た
。

「
道
路
族
マ
ッ
プ
」
か
ら
、
狭
あ
い
道
路
な
ど
交
通
規
制
や
道
路
構
造

に
よ
り
通
行
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
所
が
子
ど
も
の
遊
び
が
苦
情
に
発
展

し
や
す
い
環
境
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
狭
あ
い
道
路
で
は
車
通

り
が
少
な
い
た
め
に
道
遊
び
が
発
生
し
や
す
い
一
方
で
、
道
の
狭
さ
か
ら

音
が
響
き
や
す
く
、
道
と
家
と
の
距
離
が
近
く
音
が
家
の
中
ま
で
届
き
や

す
い
た
め
に
迷
惑
と
さ
れ
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
雑
司
ヶ
谷
周
辺
に
住
む
子
ど
も
た
ち
は
鬼

ご
っ
こ
や
話
し
な
が
ら
歩
く
こ
と
を
好
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

よ
く
遊
ぶ
場
所
と
し
て
は
公
園
が
最
も
多
く
、
次
い
で
自
分
の
家
の

前
の

道
が
二
番
目
に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

公
園
に
代
わ
る
遊
び
場
と
し
て
自
分
の
家
の
前
の
道
が
利
用
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、
道
で
の
遊
び
は
迷
惑
と
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
空

間
を
広
く
利

用
す
る
よ
う
な
遊
び
方
は
人
や
車
と
の
接
触
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ボ
ー

ル
遊
び
や
乗
り
物
遊
び
な
ど
迷
惑
と
さ
れ
や
す
い
遊
び
は
公
園
で
の
規
制

を
緩
和
し
自
由
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
迷
惑
に
な
り
づ
ら
い

遊
び
方
に
つ
い
て
は
指
導
を
前
提
に
道
で
も
行
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

子
ど
も
の
自
由
な
遊
び
方
を
促
進
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

アンケート集計結果
（n=202,複数回答）

アンケート集計結果
（n=197）

卒
論
紹
介
二
〇
二
一
年
度

住
居
学
科
卒
業
論
文
か
ら
雑

司
ヶ
谷
地
域
を
扱
っ
た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。



＜最盛期の店舗の様子＞

アーケードの様子

店舗の様子

現在の雑二ストアーの様子

千
登
世
橋
と
は

目
白
通
り
と
明
治
通
り
が
交
差
す
る
地
点
に
か
か
る
、
東
京
で
最

初
の
立
体
交
差
橋
で
す
。
昭
和
８
（
１
９
３
３
）
年
に
竣
工
し
、
今

年
で
89
歳
を
迎
え
る
こ
の
橋
は
東
京
の
著
名
橋
に
も
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
橋
は
、
明
治
通
り
を
跨
ぐ
千
登
世
橋
と
、
都
電
荒
川
線
を
跨

ぐ
千
登
世
小
橋
が
あ
り
、
開
通
当
初
か
ら
自
動
車
や
乗
合
バ
ス
、
自

転
車
や
人
が
行
き
交
う
交
通
の
要
所
と
し
て
豊
島
区
の
発
展
と
と
も

に
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

デ
ザ
イ
ン

ア
ー
チ
が
と
て
も
美
し
く
、
橋
灯
（
写
真
１
）
や
高
欄
に
は
ク

ラ
シ
カ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
が
見
ら
れ
ま
す
。
親
柱
（
写
真
２
）
も
直

線
を
基
調
と
し
た
ア
ー
ル
デ
コ
調
で
、
橋
上
の
目
白
通
り
か
ら
も

存
在
感
の
あ
る
目
印
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
登
世
橋
の
今
後

現
在
千
登
世
橋
付
近
か
ら
豊
島
区
役
所
付
近
に
至
る
、
都
電

の
線
路
を
十
数
メ
ー
ト
ル
移
設
す
る
大
規
模
な
ト
ン
ネ
ル
工
事

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
工
事
で
は
池
袋
と
新
宿
付
近
に
バ
イ
パ
ス
道
路
を
作
り
、

混
雑
を
緩
和
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

千
登
世
小
橋
の
下
に
あ
る
都
電
荒
川
線
の
地
下
に
ト
ン
ネ
ル
が

で
き
、
そ
の
下
を
副
都
心
線
が
走
る
立
体
構
造
に
な
り
ま
す
が
、

橋
は
取
り
壊
さ
れ
ず
に
残
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
こ
の
工
事
は
今
か
ら
90
年
以
上
前
、
昭
和
初
期
に

計
画
さ
れ
た
環
状
5
号
の
未
開
通
区
間
に
あ
た
り
ま
す
。
開
通

時
期
は
未
定
と
の
こ
と
で
す
が
、
立
体
交
差
橋
の
先
駆
け
で
あ

る
千
登
世
橋
竣
工
と
同
時
代
に
計
画
さ
れ
て
い
た
道
路
が
現
代

に
完
成
し
、
さ
ら
に
立
体
的
な
交
通
網
が
作
ら
れ
る
と
い
う
の

は
ロ
マ
ン
の
あ
る
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

写真１ 橋灯

写真２親柱

竣工当時の様子（写真：東京都建設局提供）

現在の様子

千
登
世
橋
・
千
登
世
小
橋
の

こ
れ
ま
で
こ
れ
か
ら

（文責 小野詩織）

雑
司
ヶ
谷
の
気
に
な
る
場
所
を
調
べ
て
み
ま
し
た

〈
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
〉

マ
ー
ケ
ッ
ト
と
は
，
複
数
の
店
舗
が
集
合
し
た
低
層
の
商
業
施
設

で
、
①
「
ヤ
ミ
市
由
来
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
と
②
「
１
９
５
０
年
以

降
も
日
常
的
な
買
い
物
の
場
と
し
て
作
ら
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の

２
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
雑
二
ス
ト
ア
ー
は
②
に
当
て
は
ま
り

ま
す
。

①
は
戦
後
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
や
周
辺
に
闇
市
と
し
て
発
祥
し
、
生
活

に
必
要
な
物
を
売
買
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
飲
食
店
を
中
心

と
し
た
店
舗
が
残
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

（
例
）
新
宿
思
い
出
横
丁
、
三
軒
茶
屋
、

②
は
１
９
５
０
年
以
降
も
住
宅
地
の
形
成
が
進
む
際
に
不
足
し
て

い
た
、
日
常
的
な
買
い
物
を
行
な
う
場
と
し
て
作
ら
れ
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

（
例
）
雑
二
ス
ト
ア
ー
、
初
音
小
路
、
味
楽
百
貨
店

な
ど

〈
雑
二
ス
ト
ア
ー
の
空
間
的
特
徴
〉

権
利
者
の
方
の
協
力
の
も
と
行
っ
た
建
物
の
実
測
調
査
か
ら
、
以
上
の

特
徴
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

◇
外
部
空
間
の
特
徴

①
木
造
ア
ー
ケ
ー
ド
に
よ
る
通
り
抜
け
通
路

木
造
ア
ー
ケ
ー
ド
に
よ
り
雨
の
日
な
ど
は
濡
れ
ず
に
買
い
物
や

通
行
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

②
営
業
内
容
に
合
わ
せ
た
店
舗
づ
く
り

営
業
内
容
に
合
わ
せ
て
外
観
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
店
舗
と
、

様
々
な
用
途
に
応
じ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
店
舗
の

２
種
類
が
あ
っ
た
と
推
測
。

〈
雑
二
ス
ト
ア
ー
と
は
〉

住
所
は
豊
島
区
雑
司
が
谷
２
丁
目
２
２
で
、
弦
巻
通
り
と
雑
司
が
谷

公
園
を
つ
な
ぐ
動
線
上
に
あ
り
、
二
面
接
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
５
４
年
～
１
９
６
０
年
頃
に
建
設
さ
れ
、
店
舗
併
用
住
宅
の
木
造

長
屋
が
3
棟
並
び
、
通
路
が
木
造
ア
ー
ケ
ー
ド
な
っ
て
い
ま
す
。

弦
巻
通
り
商
友
会
に
属
し
て
お
り
、
現
在
青
果
店
１
軒
の
み
が
営
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
に
は
多
様
な

12
店
舗
程
が
あ
り
、
夕
方
頃
は

人
が
す
れ
違
う
の
が
や
っ
と
な
ほ
ど
、
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

１
９
５
０
年
代
以
降
建
設
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

―

雑
二
ス
ト
ア
ー
を
対
象
と
し
て―

林
千
紗
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